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太
陽
黒
点
観
測
に
見
る
近
世
後
期
の
天
文
認
識 

 

岩 

橋 

清 

美 

  

要 

旨 

 

本
論
文
は
、
太
陽
黒
点
観
測
記
録
を
も
と
に
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
天
文
認
識
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
江
戸
幕
府
天
文
方
の
観
測
が
記
さ
れ
て
い
る
「
三
際
図
説
並
寛
保
以
来
実
測
図
説
」
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

に
京
都
伏
見
で
行
わ
れ
た
観
望
会
の
記
録
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
自
作
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
を
用
い
て
国

内
で
初
め
て
約
一
年
に
わ
た
る
観
測
を
行
っ
た
国
友
一
貫
斎
の
「
日
月
星
業
試
留
」
を
分
析
対
象
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
観
測
記
録
を
通
し
て
、
暦

学
に
直
接
、
関
係
し
な
い
天
体
の
運
行
や
天
体
表
面
の
観
測
に
興
味
を
持
っ
た
知
識
人
と
職
人
の
文
化
的
な
繋
が
り
を
明
ら
か
に
し
た
。
職
人
た

ち
は
、
西
洋
の
精
巧
な
技
術
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
趣
味
的
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
天
文
学
に
お
け
る
新
し
い
分
野
を
創
出
し

た
。
こ
う
し
た
彼
ら
の
天
文
学
へ
の
関
心
の
背
景
に
は
、
観
測
記
録
の
写
本
の
流
布
や
天
文
書
の
出
版
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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は
じ
め
に 

  

本
論
文
は
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
日
本
で
観
測
さ
れ
た
太
陽
黒
点
の
記
録
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
観
測

者
の
天
文
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

日
本
の
天
文
学
は
古
来
よ
り
暦
学
が
中
心
で
、
暦
の
精
粗
を
決
定
づ
け
る
日
月
食
の
観
測
記
録
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
太
陽
面
現

象
で
あ
る
黒
点
や
月
面
・
惑
星
面
観
測
に
つ
い
て
は
、
暦
法
に
直
接
影
響
し
な
い
た
め
観
測
記
録
そ
の
も
の
が
少
な
い
。
八
代
将
軍
徳
川

吉
宗
に
よ
る
漢
訳
洋
書
の
輸
入
緩
和
以
後
、
梅
文
鼎
の
『
暦
算
全
書
』
を
は
じ
め
、
地
動
説
を
紹
介
し
た
『
天
地
二
球
用
法
』
、
オ
ク
タ
ン

ト
の
使
用
法
を
述
べ
た
『
象
限
儀
用
法
』
な
ど
が
輸
入
・
翻
訳
さ
れ
、
西
洋
天
文
学
が
間
接
的
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

麻
田
剛
立
の
よ
う
な
精
密
な
暦
の
作
成
を
め
ざ
す
民
間
の
天
文
学
者
が
現
れ
、
同
時
に
望
遠
鏡
製
作
も
盛
ん
に
な
り
、
結
果
と
し
て
よ
り

高
度
な
惑
星
観
測
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
十
八
世
紀
中
期
以
降
の
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
っ
て
、
太
陽
黒
点
の
観
測
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
記
録
が
残
さ
れ
た
。 

 

現
存
す
る
も
の
は
①
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
九
月
二
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
の
十
四
日
間
、
②
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
二

十
日
、
③
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
正
月
六
日
か
ら
翌
年
二
月
八
日
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
観
測
者
は
①
が
江
戸
幕
府
天
文
方
、
②
が
大

坂
の
眼
鏡
職
人
の
岩
橋
善
兵
衛
と
医
者
・
儒
家
と
し
て
知
ら
れ
る
橘
南
谿
を
中
心
と
す
る
文
人
グ
ル
ー
プ
、
③
は
近
江
の
鉄
炮
鍛
冶
国
友

一
貫
斎
藤
兵
衛
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
三
点
の
観
測
記
録
を
分
析
対
象
と
す
る
。 

 

こ
れ
ら
の
太
陽
黒
点
記
録
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
渡
辺
敏
夫
氏
、
中
村
士
氏
が
紹
介
し
て
お
り
、
主
と
し
て
天
文
学
史
の
分
野
で
研
究

が
な
さ
れ
て
き
た
。

 

（
1
）

記
録
の
科
学
的
分
析
と
し
て
は
、
同
時
期
の
観
測
記
録
が
海
外
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
国
友
一
貫
斎
に
関
し
て
の



 － 174 －

み
久
保
田
諄
氏
・
鈴
木
美
好
氏
等
の
成
果
が
あ
る
。
久
保
田
氏
は
、
一
貫
斎
の
望
遠
鏡
が
当
該
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
に
劣
ら
な
い
精
度
を
持
つ
と
述
べ
て
い
る
。

 

（
2
）

 

 
近
年
で
は
文
理
双
方
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
が
は
じ
ま
り
、
①
②
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

（
3
）

③
に
つ
い

て
は
、
国
友
と
同
時
期
に
ド
イ
ツ
で
黒
点
観
測
を
行
っ
て
い
た
シ
ュ
ワ
ー
ベ
の
黒
点
ス
ケ
ッ
チ
と
比
較
し
、
久
保
田
・
鈴
木
氏
と
は
異
な

る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。

 

（
4
）

 

 

古
文
書
を
活
用
し
た
近
年
の
異
分
野
融
合
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
天
文
学
史
研
究
と
は
異
な
り
、
歴
史
学
の
研
究
手
法
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
よ
り
精
度
と
確
度
の
高
い
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
過
去
の
太
陽
活
動
に
関
す
る
研
究
で
は
、
黒
点
数
の
分
析
が
中
心

に
な
る
た
め
、
黒
点
ス
ケ
ッ
チ
の
古
文
書
学
的
な
分
析
が
必
須
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
三
点
の
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
文
理

融
合
研
究
を
行
う
上
で
の
留
意
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
史
料
に
現
れ
た
天
文
認
識
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
日
本
に
お
け
る
太
陽
黒

点
観
測
の
特
色
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
、
観
測
者
が
天
文
学
者
で
は
な
く
、
眼
鏡
職
人
や
鉄
炮
鍛
冶
と
い
っ
た
「
職
人
」
で
あ
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
太
陽
黒
点
や
惑
星
の
観
測
を
楽
し
ん
で
い
た
人
々
の
間
に
は
身
分
・
職
分
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
技
術
革
新
を
支
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
天
文
認
識
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
た
の
か
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

 

一 

太
陽
黒
点
記
録
の
史
料
学
的
分
析 

  

こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
の
太
陽
黒
点
記
録
に
つ
い
て
史
料
学
的
に
分
析
し
、
過
去
の
太
陽
活
動
を
再
現
す
る
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と

の
妥
当
性
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
対
象
と
す
る
の
は
、
「
三
際
図
説
并
寛
保
以
来
実
測
図
説
」
・
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
の
黄
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華
堂
の
観
望
会
記
録
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
、
天
保
期
の
国
友
一
寛
斎
の
太
陽
黒
点
観
測
記
録
で
あ
る
。 

（
１
）
「
三
際
図
説
並
寛
保
以
来
実
測
図
説
」
に
見
る
太
陽
黒
点
観
測 

  

「
三
際
図
説
並
寛
保
以
来
実
測
図
説
」
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
・
同
館
岡
本
文
庫
・
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
写
本
の
う
ち
最
も
ま
と
ま
っ
た
内
容
を
持
つ
も
の
が
狩
野
文
庫
本
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
本
の
内
容
は
、
①
三
際
図
説
、
②

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の
彗
星
観
測
図
、
③
三
際
集
説
、
④
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
六
月
二
五
日
か
ら
十
月
二
九
日
に
至
る
江
戸
幕

府
天
文
方
の
観
測
記
録
（
土
星
・
水
星
・
火
星
・
金
星
・
太
陽
黒
点
の
観
察
記
録
）
、
⑤
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
孛
星
観
測
図
、
⑥
宝

暦
九
年
（
一
七
五
九
）
二
月
の
日
暈
に
関
す
る
幕
府
天
文
方
宛
の
仙
台
藩
士
戸
板
保
佑
の
書
状
写
、
⑦
仙
台
藩
士
戸
板
保
佑
に
よ
る
宝
暦

九
年
（
一
七
五
九
）
二
月
の
日
暈
観
測
図
、
⑧
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
日
暈
観
測
図
、
⑨
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
彗
星
観
測

図
、
⑩
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
七
月
の
彗
星
観
測
図
（
江
戸
幕
府
天
文
方
の
観
測
図
）
、
⑪
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
十
月
の
彗
星
観
測

図
、
⑫
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
六
月
の
孛
星
観
測
記
録
（
江
戸
幕
府
天
文
方
の
観
測
図
）
、
⑬
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
正
月
の
彗
星
観

測
図
、
⑭
享
和
元
年
（
一
八
〇
三
）
日
の
幻
日
観
測
図
、
⑮
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
七
月
の
彗
星
観
測
図
、
⑯
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

八
月
の
彗
星
観
測
図
と
な
っ
て
い
る
。

 

（
5
）

 

 

本
史
料
は
大
き
く
わ
け
て
「
三
際
図
説
」
と
寛
保
年
間
以
後
の
彗
星
・
日
暈
等
の
天
文
観
測
図
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

国
立
国
会
図
書
館
本
の
内
容
は
①
の
み
で
②
以
下
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
岡
本
文
庫
本
は
狩
野
文
庫
本
の
⑫
ま
で
の
内
容
を
持
ち
、
⑬
以

下
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
原
型
は
①
で
、
の
ち
に
観
測
記
録
が
付
加
さ
れ
て
岡
本
文
庫
本
や
狩
野
文
庫
本
が

作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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で
は
、
も
と
の
「
三
際
図
説
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
史
料
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
者
は
渡
辺
将
南
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、

そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
は
地
球
を
と
り
ま
く
構
造
を
説
い
た
も
の
で
、
地
球
の
ま
わ
り
に
は
三
つ
の
層
が
あ
り
、
地
球
か
ら
お

お
よ
そ
三
十
町
余
り
外
側
の
部
分
を
「
温
際
」
と
い
い
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
三
十
町
余
り
外
側
の
部
分
は
寒
冷
な
「
冷
際
」
、
そ
の
外
側
を

常
に
暑
い
「
熱
際
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
三
層
（
「
三
際
」
）
と
日
輪
の
関
係
か
ら
気
候
変
化
や
天
体
の
動
き
を
解
釈
し
た
も
の
が

「
三
際
図
説
」
で
あ
る
。 

 

太
陽
黒
点
の
観
測
記
録
は
本
史
料
の
③
に
含
ま
れ
て
い
る
。
観
測
場
所
は
神
田
佐
久
間
町
の
「
武
江
之
測
量
御
用
場
」
で
あ
る
。 

 

観
測
記
録
は
九
月
二
・
五
・
七
・
九
・
十
一
・
十
三
・
二
三
・
二
四
・
二
九
日
・
十
月
十
五
日
、
二
一
日
・
二
三
日
・
二
五
日
・
十
二

月
四
日
の
十
四
日
分
で
、
い
ず
れ
も
観
測
時
間
は
午
の
中
刻
（
午
後
十
二
時
頃
）
で
あ
る
。
太
陽
活
動
の
極
大
期
に
近
い
時
期
で
あ
る
た

め
、
比
較
的
大
き
な
黒
点
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
狩
野
文
庫
本
を
も
と
に
黒
点
数
と
面
積
の
分
析
が
な
さ
れ
、
観
測
期

間
は
短
い
が
、
長
期
に
わ
た
る
太
陽
活
動
の
解
明
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

 

（
6
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
論
文

で
は
本
史
料
の
成
立
過
程
や
写
本
の
比
較
と
い
っ
た
史
料
学
的
な
分
析
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
狩
野
文
庫
本
と
岡

本
文
庫
本
の
比
較
を
し
て
み
た
い
。 

 

図
１
は
狩
野
文
庫
本
、
図
２
は
岡
本
文
庫
本
で
あ
る
。
一
見
、
大
き
な
差
異
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
九
月
五
日
・
二
三
日
・
十
月

二
一
日
を
見
る
と
筆
致
に
微
妙
な
差
異
を
確
認
で
き
る
。
狩
野
文
庫
本
の
作
成
者
は
、
大
き
な
黒
点
を
発
見
し
た
と
き
は
、
九
月
十
一
・

十
二
日
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
大
き
な
黒
丸
で
描
い
て
い
る
。
黒
点
が
小
さ
い
場
合
に
は
、
九
月
二
・
五
・
七
日
の
よ
う
な
細
い
点
で
表

現
し
、
そ
の
中
間
的
な
大
き
さ
を
表
現
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
複
数
の
黒
点
か
ら
な
る
黒
点
群
を
示
す
場
合
に
は
長
め
の
点
で
描
く
傾
向

に
あ
る
。
岡
本
文
庫
本
と
比
較
す
る
と
、
位
置
関
係
に
大
き
な
差
異
は
な
い
も
の
の
、
岡
本
文
庫
本
で
は
、
小
さ
な
黒
点
と
中
間
的
な
大

き
さ
の
黒
点
と
の
差
異
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
写
本
の
成
立
年
代
は
、
内
容
か
ら
単
純
に
推
測
す
れ
ば
狩
野
文
庫
本
は
岡
本
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文
庫
本
の
後
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
原
本
が
存
在
し
な
い
以
上
、
ど
ち
ら
の
写
本
が
正
確
に
黒
点
を
捉
え
て
い
た
の
か
を

特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
同
様
の
こ
と
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
の
黄
華
堂
の
観
測
記
録
に
も
当
て
は
ま
る
。 

  

（
２
）
黄
華
堂
に
お
け
る
太
陽
黒
点
の
観
測 

  

黄
華
堂
に
お
け
る
太
陽
黒
点
観
測
記
録
に
は
、
橘
南
谿
の
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
、
伴
蒿
蹊
の
『
閑
田
次
筆
』
、
岩
橋
善
兵
衛
の
『
平
天

儀
図
解
』
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
を
取
り
あ
げ
る
。
黄
華
堂
と
は
、
京
都
伏
見
に
あ
っ
た
橘
南
谿
の
書
斎

の
こ
と
で
あ
る
。

 

（
7
）

南
谿
は
医
者
で
あ
っ
た
が
、『
北
窓
瑣
談
』
な
ど
の
随
筆
で
も
知
ら
れ
る
文
人
で
、
京
・
大
坂
の
文
人
た
ち
と
も
広
く
交

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 狩野文庫本の太陽黒点観測図

 （東北大学附属図書館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 岡本文庫本の太陽黒点観測図

 （東北大学附属図書館蔵） 

 

 



 － 178 －

流
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
和
泉
国
貝
塚
の
眼
鏡
職
人
で
あ
っ
た
岩
橋
善
兵
衛
が
お
り
、
彼
が
開
発
し
た
望
遠
鏡
を
用
い
た
観
望
会
が
黄

華
堂
で
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
・
同
七
年
（
一
七
九
五
）
に
開
催
さ
れ
た
。 

 
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
は
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
天
文
台
図
書
室
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
津
市
立
津
図
書
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
の
作
成
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
書
写
人
の
分
か
る
も
の
は
東
京
国
立
博
物
館
本
の
み
で
、
阿
川
美
廣
と
あ
る

が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
津
市
立
津
図
書
館
本
は
伊
勢
商
人
で
天
文
家
・
暦
算
家
・
地
理
学
者
で
も
あ
っ
た
稲
垣
定
穀

の
旧
蔵
書
で
、
定
穀
自
身
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
の
末
尾
に
は
、
善
兵
衛
等
が
観
測
し
た
太
陽
黒
点
の
図
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
【
図
３
】（
津
市
立
津
図
書
館
稲
垣

文
庫
蔵
）
と
【
図
４
】（
国
立
天
文
台
図
書
室
蔵
）
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
画
面
の
右
上
部
と
左
下
部
に
黒
点
群
が
見
え
る
。
右
上
部
の
黒

点
群
に
注
目
す
る
と
、
【
図
４
】
は
三
点
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
大
き
さ
で
あ
る
の
に
対
し
、
【
図
３
】
で
は
両
端
の
黒
点
を
小
さ
め
に
中
央
を

大
き
め
に
描
い
て
い
る
。
左
下
部
の
二
点
で
は
、
【
図
３
】
は
右
上
部
の
黒
点
に
比
し
て
大
き
い
が
、
【
図
４
】
で
は
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で

あ
る
。
こ
れ
を
東
京
国
立
博
物
館
本
と
比
較
す
る
と
、
左
下
部
の
二
点
の
う
ち
、
右
側
の
黒
点
が
左
の
黒
点
よ
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
現
存
す
る
写
本
を
比
べ
る
と
、
各
写
本
の
作
成
者
は
黒
点
の
位
置
に
は
留
意
し
て
い
た
が
、
筆
を
用
い
て
い
た
た
め
か
、
大
き

さ
は
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。 

 

【
図
３
】
と
【
図
４
】
を
伴
蒿
蹊
の
『
閑
田
次
筆
』
に
あ
る
黒
点
図
【
図
５
】
と
比
較
し
て
み
よ
う
。 

 

『
閑
田
次
筆
』
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
閑
田
耕
筆
』
の
続
編
で
、
紀
実
・
考
古
・
雑
話
の
三
部
か
ら
な
り
、
太

陽
黒
点
の
観
測
は
紀
実
に
入
っ
て
い
る
。【
図
５
】
は
【
図
３
】・【
図
４
】
と
は
大
き
く
異
な
り
、
同
日
の
観
測
記
録
と
は
言
え
な
い
。
と

く
に
右
上
部
の
黒
点
群
は
配
置
も
数
も
異
な
っ
て
い
る
。 

 

前
近
代
の
太
陽
黒
点
観
測
記
録
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
し
て
ア
ジ
ア
地
域
に
は
少
な
い
た
め
、
江
戸
時
代
の
史
料
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
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が
、「
望
遠
鏡
諸
曜
記
」
の
写
本
が
示
す
よ
う
に
、
当
該
期
の
太
陽
活
動
の
再
現
に
こ
れ
ら
を
用
い
る
場
合
、
慎
重
な
史
料
批
判
が
必
要
で

あ
る
。
も
っ
と
も
原
本
に
近
い
写
本
の
特
定
が
欠
か
せ
な
い
が
、
写
本
の
伝
来
や
関
係
性
を
明
確
に
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た
め
、

同
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
日
本
史
料
の
科
学
的
信
憑
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
そ

の
事
例
を
紹
介
し
て
み
た
い
。 

 

（
３
）
国
友
一
寛
斎
の
太
陽
黒
点
観
測
記
録 

  

国
友
一
貫
斎
は
鉄
砲
鍛
冶
職
人
で
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
近
江
国
坂
田
郡
国
友
村
に
生
ま
れ
た
。

 

（
8
）

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に

家
督
を
継
い
で
か
ら
は
藤
兵
衛
と
名
乗
り
、
一
貫
斎
・
眠
龍
・
能
当
と
号
し
た
。
国
友
村
は
戦
国
期
か
ら
続
く
鉄
砲
鍛
冶
職
人
の
村
で
、

 

 

 

 

 

 

図３ 稲垣文庫本の太陽黒点観測図

（津市立津図書館蔵） 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 国立天文台図書室本の太陽黒点

観測図（国立天文台図書室蔵）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 「閑田次筆」の太陽黒点観測図

（国文学研究資料館蔵） 
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一
寛
斎
は
村
内
で
は
「
年
寄
脇
」
の
一
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
鉄
炮
製
作
を
通
じ
て
、
諸
大
名
と
も
繋
が
り
が
あ
り
、
同
家
の
文
書
か
ら
紀

州
徳
川
家
・
水
戸
徳
川
家
を
は
じ
め
、
桑
名
藩
・
膳
所
藩
等
の
家
臣
と
も
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

か
ら
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
ま
で
江
戸
に
遊
学
し
、
松
平
定
信
を
は
じ
め
、
花
火
師
の
森
重
靫
負
や
国
学
者
の
平
田
篤
胤
、
江
戸
幕
府

右
筆
屋
代
弘
賢
ら
と
交
流
を
も
っ
た
。
尾
張
徳
川
家
の
重
臣
成
瀬
正
壽
の
江
戸
屋
敷
で
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射

望
遠
鏡
を
見
た
こ
と
が
そ
の
後
の
望
遠
鏡
製
作
に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

 

（
9
）

 

 

一
寛
斎
は
空
気
銃
・
気
砲
等
の
製
作
や
距
離
測
定
器
・
懐
中
筆
等
の
発
明
で
知
ら
れ
る
が
、
望
遠
鏡
製
作
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

頃
か
ら
始
め
て
い
た
。 

 

一
貫
斎
の
望
遠
鏡
は
二
枚
の
凸
面
鏡
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
と
い
う
も
の
で
、
物
を
拡
大
し
て
見
る
こ
と
に
適

し
た
望
遠
鏡
で
あ
る
。
彼
は
自
身
の
望
遠
鏡
の
精
度
を
確
認
す
る
た
め
に
、
太
陽
や
月
、
五
星
の
観
測
を
行
っ
て
お
り
、
太
陽
観
測
記
録

に
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
一
月
六
日
か
ら
同
七
年
（
一
八
三
六
）
二
月
六
日
ま
で
の
観
測
を
ま
と
め
た
「
日
月
星
業
試
留
」
と
天

保
七
年
（
一
八
三
六
）
閏
七
月
か
ら
八
月
ま
で
の
観
測
記
録
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
十
五
日
の
太
陽
黒
点
観
測
図
の
三
点
が
あ
る
。

 

（
10
）

と
く
に
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
八
月
十
五
日
の
観
測
図
は
黒
点
の
反
暗
部
を
捉
え
た
図
と
し
て
著
名
で
あ
る
。「
日
月
星
業
試
留
」
は
約

一
年
に
わ
た
る
観
測
記
録
で
、
延
べ
一
二
三
日
間
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
近
代
の
日
本
に
お
け
る
唯
一
の
長
期
に
わ
た
る
観
測

記
録
で
あ
る
。
観
測
時
間
は
朝
八
つ
時
前
後
か
、
夕
四
時
つ
前
後
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
一
日
に
二
回
観
測
し
て
い
る
日
も

あ
る
。 

 

「
日
月
星
業
試
留
」
は
、
日
々
の
観
測
記
録
を
後
に
清
書
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
途
中
に
書
き
込
ま
れ
た
五
星
の
観
察
記
録
の
書

き
ぶ
り
を
見
る
と
、
日
々
書
き
綴
っ
た
史
料
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
閏
七
月
～
八
月
の
記
録
は
巻
子
本
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「
日
月
星
業
試
留
」
に
比
べ
て
太
陽
円
盤
の
記
載
等
が
雑
で
下
書
き
と
推
測
さ
れ
る
。 
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「
日
月
星
業
試
留
」
の
科
学
的
分
析
は
久
保
田
諄
氏
に
よ
る
先
駆
的
研
究
が
あ
り
、
氏
は
、
ワ
ル
ド
マ
イ
ア
ー
の
黒
点
相
対
指
数
や
一

九
九
〇
年
に
レ
ッ
ト
フ
ス
が
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
記
録
を
も
と
に
計
算
し
た
黒
点
相
対
数
か
ら
求
め
た
黒
点
数
の
変
化
と
一
貫
斎
の
観
察

結
果
を
比
較
し
、
密
度
の
濃
い
観
測
結
果
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

 

（
11
）

 

 

こ
れ
に
対
し
、
大
辻
賢
一
氏
が
一
寛
斎
の
太
陽
観
測
記
録
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
進
め
る
な
か
で
、
一
貫
斎
と
同
時
期
に
黒
点
観
測
を
行
っ

て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
シ
ュ
ワ
ー
ベ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
「
日
月
星
業
試
留
」
に
描
か
れ
た
黒
点
の
位
置
精
度
の
分
析
を
行
い
、
一
貫
斎

の
黒
点
記
録
の
信
憑
性
に
関
わ
る
重
要
な
指
摘
を
し
た
。

 

（
12
）

氏
に
よ
る
と
、
一
貫
斎
の
観
測
記
録
上
の
黒
点
の
形
状
や
黒
点
群
に
含
ま
れ
る

黒
点
数
な
ど
は
、
シ
ュ
ワ
ー
ベ
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
黒
点
の
位
置
や
大
き
さ
に
お
い
て
は
相
当
程
度
の
相
違
も
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
記
録
を
作
成
す
る
際
に
シ
ュ
ワ
ー
ベ
が
鉛
筆
を
用
い
て
い
た
の
に
対
し
て
一
貫
斎
が
筆
を
用
い
た
と
い
う
筆

記
具
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
一
貫
斎
は
裸
眼
観
測
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
、
よ
り
正
確
に
黒
点
を
写
し
取
る
こ
と
が
可
能
な
投
影
式

の
ス
ケ
ッ
チ
方
法
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
さ
ら
に
は
一
貫
斎
の
望
遠
鏡
自
体
が
太
陽
全
体
を
視
野
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
望
遠
鏡
を
移
動
さ
せ
な
が
ら
観
測
し
、
そ
の
像
を
脳
内
で
繋
ぎ
あ
わ
せ
な
が
ら
描
く
と
い
う
手
法
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し

て
、
太
陽
の
強
い
光
を
弱
め
る
た
め
に
望
遠
鏡
に
取
り
付
け
た
ゾ
ン
グ
ラ
ス
（
減
光
フ
ィ
ル
タ
ー
）
が
、
可
視
光
は
遮
断
す
る
も
の
の
、

赤
外
域
の
光
を
透
過
す
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
た
め
、
時
間
を
か
け
た
ス
ケ
ッ
チ
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
大
辻
氏
の
分
析
に
よ
っ
て
「
日
月
星
業
試
留
」
が
過
去
の
太
陽
活
動
の
再
現
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
信
憑
性
を
持
つ
の
か
が
明

確
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
古
文
書
の
内
容
を
科
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
り
、
科
学
分
析
に
耐
え
う
る
精
度
と
確
度
の

高
い
史
料
の
抽
出
に
は
、
文
理
双
方
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
文
理
融
合
研
究
へ
の
活
用
と
い
う
視
点
か
ら
太
陽
黒
点
観
測
記
録
を
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
長
期
に
わ

た
る
記
録
で
あ
り
、
か
つ
同
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
と
の
比
較
で
史
料
的
信
憑
性
を
担
保
で
き
れ
ば
、
科
学
分
析
に
耐
え
う
る
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
逆
に
観
測
期
間
が
短
く
、
原
本
の
特
定
が
困
難
で
比
較
で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
が
な
い
場
合
、
科
学
分
析
に
は
適
さ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
期
の
天
文
認
識
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
は
有
効
な
史
料
で
あ
り
、
以
下
で
は
、
こ
の

点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

二 

肉
眼
に
よ
る
太
陽
黒
点
観
測 

  

太
陽
黒
点
と
は
太
陽
表
面
を
観
測
し
た
際
に
黒
い
点
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
の
こ
と
で
、
九
年
か
ら
十
二
年
の
周
期
で
増
減
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
通
常
、
望
遠
鏡
を
用
い
な
け
れ
ば
観
測
で
き
な
い
が
、
太
陽
活
動
が
活
発
化
し
大
き
な
黒
点
が
出
た
場
合
、
天
候
や
時
間
帯

に
よ
っ
て
は
肉
眼
で
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に
お
け
る
最
も
古
い
黒
点
観
測
記
録
は
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
十
一
月
で
、『
日
本

文
徳
天
皇
実
録
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 

【
史
料
１
】 

 

（
13
）

 

 

仁
寿
元
年
（
中
略
）
十
一
月
甲
戌
。
日
無
精
光
。
中
有
黒
點
。
大
如
李
子
。 

 

【
史
料
１
】
は
太
陽
の
中
に
李
ほ
ど
の
大
き
さ
の
黒
点
を
見
え
た
と
い
う
短
い
記
述
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
以
降
、
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
ま
で
肉
眼
観
測
の
記
録
が
な
い
た
め
貴
重
で
あ
る
。 

 

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
黒
点
に
つ
い
て
は
、
①
「
公
明
記
」
、
②
「
編
年
大
略
」
、
③
「
国
府
歴
年
雑
集
」
に
記
述
が
あ
り
、
観
測

場
所
は
、
京
都
・
名
古
屋
・
鳥
取
で
あ
る
。

 

（
14
）

な
か
で
も
正
親
町
公
明
の
日
記
「
公
明
記
」
の
記
述
は
興
味
深
い
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

十
一
月
二
九
日
条
に
「
今
日
或
人
来
、
談
云
、
去
廿
一
日
中
有
黒
子
、
明
和
六
己
丑
歳
十
月
廿
一
日
日
中
有
黒
子
、
其
大
サ
人
目
之
所
見

者
如
此
」
と
あ
り
、
黒
点
の
絵
が
三
点
添
え
ら
れ
て
い
る
。

 

（
15
）

公
明
は
暦
書
で
あ
る
『
管
窺
揖
要
』
を
用
い
て
、
こ
の
現
象
を
考
察
し
、「
凶
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事
」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
先
例
と
し
て
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
の
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
十
一
月
条
を
引
用
し
て
い
る
。
公
明
は
太

陽
黒
点
を
非
常
に
稀
な
天
文
現
象
と
捉
え
、
稀
で
あ
る
が
故
に
「
凶
事
」
と
理
解
し
た
の
だ
が
、
こ
の
理
解
は
公
家
社
会
で
は
一
般
的
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

で
は
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
は
太
陽
黒
点
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
、
気
候

や
自
然
現
象
を
庶
民
向
け
に
平
易
に
ま
と
め
た
天
文
書
『
訓
蒙
天
地
弁
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

【
史
料
２
】 

 

（
16
）

 

日
月
の
中
に
何
そ
鳫
・
兎
の
気
形
あ
ら
ん
、
す
べ
て
金
鳫
・
玉
兎
な
ど
の
異
称
ハ
其
実
に
よ
ら
す
も
の
に
託
し
て
云
は
日
月
に
は
限

ら
ず
、
た
と
へ
ば
七
月
七
日
の
夜
二
星
の
佳
会
な
ど
も
詩
聖
・
歌
仙
唱
へ
来
て
其
実
理
に
拘
ら
ず
詠
物
と
せ
る
た
ぐ
い
多
し
、
迷
ふ

こ
と
な
か
れ
、
こ
と
に
三
足
之
鳫
、
玉
兎
・
桂
男
等
は
論
を
待
ず
し
て
明
ら
か
也
、
但
し
月
中
の
微
黒
を
も
つ
て
大
地
山
嶽
の
か
げ

の
う
つ
る
所
と
な
し
、
其
外
諸
説
あ
れ
ど
も
、
元
来
月
日
ハ
陰
陽
の
類
の
凝
る
処
、
然
し
て
陰
陽
た
へ
て
二
物
と
す
へ
か
ら
ず
、
陰

中
に
陽
あ
り
、
陽
中
陰
な
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
す
、
又
明
中
に
暗
あ
り
、
暗
中
に
明
あ
る
は
常
の
理
た
り
、
日
月
の
中
に
黒
物
あ
る

も
此
理
を
推
て
明
な
ら
ん
、
一
書
に
月
中
の
微
黒
口
伝
と
有
、
何
と
今
日
の
理
に
お
い
て
秘
密
口
伝
と
い
ふ
こ
と
あ
ら
ん
、
孔
孟
の

聖
賢
理
の
限
を
説
給
へ
共
、
終
に
秘
伝
と
い
ふ
こ
と
を
聞
ず
、
猶
此
外
聞
る
説
何
れ
と
も
爰
に
洩
す
へ
く
自
得
に
あ
る
べ
き
も
の
か 

 

【
史
料
２
】
は
太
陽
や
月
の
中
の
「
黒
物
」
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
答
え
た
部
分
で
あ
る
。『
日
本
書
記
』
や
『
和
漢
三
才
図
会
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
太
陽
に
三
足
之
鳫
や
金
鳫
が
棲
む
と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、【
史
料
２
】
で
は
こ
れ
ら
を
漢
詩
や
和
歌
の

世
界
の
も
の
と
し
、
太
陽
や
月
に
は
部
分
的
に
明
る
い
と
こ
ろ
と
暗
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
「
黒
物
」
が
見
え
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

『
訓
蒙
天
地
弁
』
は
三
巻
三
冊
か
ら
な
り
、
天
文
現
象
は
上
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
が
庶
民
向
け
の
天
文
書
で
あ
る
こ
と
を

鑑
み
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
庶
民
層
の
関
心
を
反
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
十
八
世
紀
末
に
お
い
て
は
「
日
の
中
の
黒
物
」
（
太
陽
黒
点
）
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は
、
日
月
蝕
や
日
暈
、
月
暈
と
彗
星
を
同
様
に
庶
民
層
が
関
心
を
持
つ
天
文
現
象
の
一
つ
で
あ
り
、
三
足
之
鳫
や
金
鳫
は
、
も
は
や
伝
説

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

三 

太
陽
黒
点
観
測
に
み
る
天
文
認
識 

  

先
述
の
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
天
文
方
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
惑
星
お
よ
び
太
陽
表
面
の
観
測
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
太
陽

黒
点
に
つ
い
て
「
日
体
ノ
内
ニ
黒
点
有
、
西
洋
暦
経
ニ
所
記
無
疑
也
」
と
記
し
て
い
る
。

 

（
17
）

『
西
洋
暦
経
』
と
は
中
根
元
圭
が
吉
宗
の
命
を

受
け
て
翻
訳
し
た
も
の
で
、
当
時
、
中
国
か
ら
長
崎
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
暦
算
全
書
』
が
原
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

 

（
18
）

こ
う
し
た

史
料
に
つ
い
て
、
天
文
学
史
で
は
吉
宗
の
漢
訳
洋
書
の
輸
入
緩
和
の
影
響
と
し
、
十
八
世
紀
末
に
は
西
洋
天
文
学
は
、
一
部
の
庶
民
層
を

含
め
て
広
く
受
容
さ
れ
た
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
黄
華
堂
の
観
望
会
を
事
例
に
考
え
て
み
た
い
。 

 

（
１
）
黄
華
堂
に
お
け
る
観
望
会
の
意
義 

  

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
二
十
日
、
橘
南
谿
の
書
斎
で
あ
る
黄
華
堂
に
は
岩
橋
善
兵
衛
と
南
谿
の
他
に
十
二
名
の
人
々
が
集
ま
り
、

観
望
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
様
子
を
記
し
た
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
に
よ
れ
ば
、
京
都
か
ら
池
上
宗
作
、
上
田
理
兵
衛
、
並
河
誠
輔
、
城

戸
六
兵
衛
、
城
戸
氏
の
撲
、
柚
木
太
淳
、
八
幡
か
ら
森
元
隼
人
、
越
前
か
ら
竹
内
玄
秀
、
真
柄
雄
輔
、
高
下
愿
蔵
、
丹
後
か
ら
福
嶌
杏
圃

が
や
っ
て
き
た
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
竹
内
玄
秀
は
越
前
丸
岡
藩
医
竹
内
玄
同
の
甥
、
柚
木
太
淳
も
医
者
で
著
作
に
『
眼
科
精
義
』
・
『
解

体
瑣
言
』
が
あ
る
。
並
河
誠
輔
は
、
儒
学
者
で
『
五
畿
内
志
』
の
編
纂
で
知
ら
れ
る
並
河
誠
所
の
息
子
で
、
妻
は
懐
徳
堂
の
中
井
竹
山
の
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娘
で
あ
っ
た
。
並
河
と
南
谿
の
つ
な
が
り
は
南
谿
の
随
筆
『
北
窓
瑣
談
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
は
並
河
家
所
蔵
の
「
古
鈴
」

を
介
し
て
交
流
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 

（
19
）

並
河
家
の
鉄
製
の
古
鈴
は
橘
ほ
ど
の
大
き
さ
で
全
体
に
丸
く
、
八
角
の
稜
が
あ
っ
た
と
い
う
。

南
谿
は
並
河
家
の
古
鈴
を
「
頗
る
古
質
」
と
評
し
て
お
り
、
両
者
に
は
古
物
と
い
う
共
通
の
趣
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

上
田
理
兵
衛
と
は
書
家
藤
原
咸
之
の
こ
と
で
止
々
斎
と
号
し
た
。 

 

「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
に
は
名
前
が
見
え
な
い
が
、
当
日
、
黄
華
堂
に
集
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
物
に
伴
蒿
蹊
が
い
る
。
彼
は
『
閑

田
次
筆
』
に
観
望
会
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

 

（
20
）

南
谿
は
伴
蒿
蹊
を
京
都
地
下
の
和
歌
の
四
天
王
と
賞
し
、
そ
の
歌
風
を
「
淡
泊
を
専
一
に

し
て
言
外
の
余
情
を
志
す
至
高
の
風
体
」
と
評
し
た
。

 

（
21
）

 

 

「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
を
著
し
た
南
谿
は
久
居
藩
士
宮
川
保
長
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
名
を
春
暉
、
字
を
惠
風
、
号
を
南
谿
、
梅
章

仙
史
と
称
し
た
。
同
藩
の
儒
者
佐
野
酉
山
か
ら
儒
学
を
学
び
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
医
学
の
修
行
の
た
め
、
各

地
を
ま
わ
り
、
そ
の
経
験
を
『
東
西
遊
記
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
彼
は
蘭
方
医
小
石
元
俊
ら
と
交
流
が
あ
り
、
刑
死
解
剖
に
も
た
ず
さ
わ
っ

た
。
黄
華
堂
の
観
望
会
に
集
ま
っ
た
人
々
は
い
わ
ゆ
る
天
文
学
者
で
は
な
い
。
参
加
者
は
医
者
、
国
学
者
、
書
家
等
様
々
で
南
谿
と
の
繋

が
り
も
天
文
学
を
介
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
は
趣
味
的
に
天
文
観
測
を
楽
し
ん
で
い
た
と
も
言
え
る
。 

 

観
望
会
の
開
催
の
契
機
は
、
南
谿
と
善
兵
衛
が
知
り
合
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
南
谿
は
善
兵
衛
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

【
史
料
３
】 

 

（
22
）

 

 
 

寛
政
の
初
に
、
和
泉
国
貝
塚
の
人
岩
橋
善
兵
衛
、
日
月
星
辰
を
見
る
べ
き
望
遠
鏡
を
、
自
身
の
工
夫
思
慮
を
以
て
作
り
出
せ
し
。
其

望
遠
鏡
出
て
後
二
三
年
へ
て
、
阿
蘭
陀
よ
り
ナ
ク
ト
ケ
イ
キ
ル
と
い
ふ
日
月
星
辰
を
見
る
望
遠
鏡
を
渡
せ
り
、
浪
花
の
人
、
此
ナ
ク

ト
ケ
イ
キ
ル
を
求
め
得
て
、
余
が
朋
友
も
一
覧
せ
り
、
其
れ
見
る
所
の
日
月
星
辰
の
真
像
、
蛮
製
の
目
鏡
と
善
兵
衛
の
目
鏡
と
符
節

を
合
せ
る
が
ご
と
く
な
り
し
ぞ
、
善
兵
衛
作
は
長
大
な
る
が
故
に
、
一
し
ほ
明
白
で
勝
れ
り
と
云
ふ
、
余
が
家
に
も
善
兵
衛
製
作
の
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望
遠
鏡
は
所
持
し
て
、
其
精
妙
な
る
事
を
知
る
。
蛮
製
の
物
は
い
ま
だ
見
ず
。
先
年
よ
り
蛮
製
の
望
遠
鏡
、
諸
所
に
有
り
と
唱
れ
ど

も
皆
虚
説
に
し
て
、
余
天
下
に
歴
遊
し
て
尋
し
か
ど
も
、
誰
人
所
持
と
い
ふ
事
を
聞
る
こ
と
無
り
し
に
、
善
兵
衛
日
本
に
て
始
て
作

り
出
す
頃
に
、
ま
た
紅
毛
国
よ
り
も
渡
り
来
れ
る
は
、
時
運
の
開
け
る
時
節
と
い
ふ
も
の
、
奇
妙
な
る
こ
と
な
り 

 

【
史
料
３
】
に
よ
れ
ば
善
兵
衛
は
自
ら
の
創
意
工
夫
で
望
遠
鏡
を
創
り
出
し
た
と
い
う
。
彼
が
望
遠
鏡
を
完
成
さ
せ
た
二
・
三
年
後
に

長
崎
を
経
由
し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
「
ナ
ク
ト
ケ
イ
キ
ル
」
と
い
う
望
遠
鏡
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
用
い
て
観
測
し
た
太
陽
や
月
・

惑
星
の
姿
は
善
兵
衛
の
そ
れ
と
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
善
兵
衛
の
望
遠
鏡
の
方
が
長
大
で
あ
る
た
め
に
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

南
谿
が
善
兵
衛
の
技
術
力
の
高
さ
を
少
々
誇
張
し
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
善
兵
衛
が
太
陽
面
や
惑
星
の
表
面
観
察
に
適
し
た
望
遠
鏡
製
作

に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
う
し
た
天
体
観
測
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
あ
る
程
度
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

善
兵
衛
は
望
遠
鏡
の
製
造
過
程
お
よ
び
材
料
や
注
文
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
麻
田
剛
立
と
交
流
を
持
ち
、
専
門
的
な

教
示
を
う
け
て
い
た
。

 

（
23
）

ま
た
、
大
坂
に
は
善
兵
衛
の
ほ
か
に
も
難
波
屋
勘
兵
衛
や
高
麗
橋
筋
の
小
林
喜
左
衛
門
と
い
っ
た
眼
鏡
師
が
望
遠

鏡
職
人
を
目
指
し
て
お
り
、
レ
ン
ズ
磨
き
の
技
術
を
応
用
し
た
望
遠
鏡
製
作
の
土
壌
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

 

（
24
）

 

 

黄
華
堂
の
観
望
会
は
そ
の
後
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
十
月
に
も
開
催
さ
れ
た
。

 

（
25
）

彼
ら
が
天
文
観
測
に
興
じ
て
い
た
様
子
は
『
北
窓

瑣
談
』
の
「
人
々
星
見
る
と
て
打
集
り
、
ク
ワ
タ
ラ
ン
ト
な
ど
も
て
は
や
し
ぬ
る
に
、
は
て
は
夜
更
け
て
、
屋
の
上
に
の
ぼ
り
つ
ゝ
其
星

は
此
分
野
な
ど
ゝ
訇
り
あ
ひ
ぬ
れ
ば
、
近
き
あ
た
り
の
人
や
怪
し
く
も
思
ひ
、
何
事
ぞ
咎
め
ん
も
恐
れ
あ
れ
ば
と
て
、
制
し
て
下
し
ぬ
」

と
い
う
記
述
か
ら
も
看
取
で
き
る
。

 

（
26
）

こ
う
し
た
文
人
た
ち
の
天
文
趣
味
の
高
ま
り
は
天
文
書
の
価
格
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
以
前
に
は

金
七
両
二
分
で
質
入
れ
さ
れ
て
い
た
『
霊
台
儀
象
志
』
が
数
年
の
う
ち
に
高
値
と
な
り
『
霊
台
儀
象
志
』
に
『
儀
象
考
』・『
成
暦
象
考
成
』

を
加
え
た
写
本
が
金
一
〇
〇
両
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

（
27
）

『
霊
台
儀
象
志
』
と
は
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
で
、
康
煕
帝
の
も

と
で
天
台
長
を
勤
め
た
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
（
中
国
名
：
南
懐
仁
）
が
一
六
七
四
年
に
ま
と
め
た
天
文
観
測
機
器
に
関
す
る
書
物
で
、
寛
政
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期
に
は
間
重
富
や
高
橋
至
時
ら
麻
田
剛
立
の
門
人
達
が
こ
れ
を
も
と
に
観
測
機
器
を
考
案
し
、
そ
の
報
告
を
幕
府
に
「
寛
政
暦
書
」
と
し

て
提
出
し
た
。

 

（
28
）

改
暦
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
点
で
『
霊
台
儀
象
志
』
は
天
文
学
者
に
と
っ
て
必
須
の
書
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
高
値
で

取
引
さ
れ
た
背
景
に
は
天
文
分
野
に
対
す
る
興
味
関
心
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

善
兵
衛
の
望
遠
鏡
を
使
っ
た
黄
華
堂
の
観
望
会
の
最
大
の
特
色
は
、
天
文
家
で
は
な
い
人
々
に
よ
る
趣
味
の
集
ま
り
が
、
期
せ
ず
し
て

望
遠
鏡
技
術
の
進
歩
に
寄
与
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」
に
見
る
限
り
、
彼
ら
は
正
確
な
暦
を
作
成
す
る
た

め
に
夜
空
を
み
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
月
面
や
惑
星
の
形
や
表
面
の
状
況
と
い
っ
た
天
体
の
細
部
に
こ
そ
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
惑
星
の
表
面
が
ど
の
く
ら
い
詳
細
に
見
え
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
太
陽
に
つ
い
て
も
黒
点
が
明
確
に
見
え
る
こ
と
と
そ
の
数
が

日
毎
に
変
化
す
る
こ
と
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
観
望
会
を
通
じ
て
導
き
出
し
た
太
陽
黒
点
増
減
の
サ
イ
ク
ル
が

国
友
一
寛
斎
を
し
て
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
を
製
作
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
２
）
国
友
一
貫
斎
の
太
陽
観
測
の
意
義 

 

一
貫
斎
が
望
遠
鏡
製
作
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
文
政
三
・
四
年
（
一
八
二
〇
・
一
）
頃
、
成
瀬
正
壽
の
江
戸
屋
敷
で
輸

入
品
の
反
射
望
遠
鏡
を
見
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
頃
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
の
製
作
を
は

じ
め
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
頃
に
試
作
品
が
完
成
し
た
。
こ
の
過
程
を
跡
づ
け
る
史
料
と
し
て
同
家
に
は
「
テ
レ
ス
コ
ッ
フ
鏡
・
丸

鏡
・
柄
付
鏡
・
銅
金
玉
色
香
燻
鋳
立
」（
天
保
三
年
）
、「
テ
レ
ス
コ
ッ
フ
遠
鏡
試
」（
天
保
四
年
）
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。

 

（
29
）

彼
の
太
陽
・
月
・

惑
星
の
観
測
記
録
は
、
望
遠
鏡
の
精
度
を
確
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
自
身
は
次
第
に
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
天
文
現

象
と
く
に
太
陽
黒
点
の
変
化
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
証
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
同
家
の
文
書
の
な
か
に
伴
蒿
蹊
の
『
閑

田
次
筆
』
の
一
部
を
書
き
写
し
た
紙
片
が
残
さ
れ
て
い
る
。

 

（
30
）

そ
の
内
容
は
、
黄
華
堂
の
観
望
会
を
記
し
た
部
分
で
、
彼
が
注
目
し
た
の
は
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「
黒
点
十
余
日
を
歴
て
日
面
に
亘
る
、
冬
春
の
間
ハ
黒
点
最
も
多
し
、
又
或
は
格
別
の
ご
と
く
梵
字
の
こ
と
き
を
も
見
る
、
其
色
純
黒
に

し
て
何
物
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
ず
」
と
い
う
記
述
だ
っ
た
。
こ
れ
は
黄
華
堂
の
観
望
会
で
善
兵
衛
が
語
っ
た
こ
と
で
「
望
遠
鏡
観
諸
曜
記
」

に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
善
兵
衛
自
身
の
著
書
『
平
天
儀
図
解
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
平
天
儀
図
解
』
に
は
「
日
輪
の
輪
の
中
に
黒

き
も
の
出
る
事
あ
り
、
形
龍
の
ご
と
く
或
ハ
虫
の
こ
と
く
大
小
数
定
り
な
し
、
出
る
時
は
東
の
方
よ
り
出
て
凡
日
数
十
四
五
計
り
有
て
西

の
方
に
終
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
31
）

 

 

こ
れ
ら
の
記
述
を
踏
え
て
一
寛
斎
の
「
日
月
星
業
試
留
」【
図
６
】
を
見
る
と
、
彼
の
観
測
が
善
兵
衛
の
説
を
意
識
し
た
こ
と
が
よ
り
明

確
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
寛
斎
の
観
測
は
一
年
間
に
わ
た
る
と
い
っ
て
も
観
測
の
延
日
数
は
一
二
三
日
間
で
あ
る
。
日
に
二
回
観
測
し
て

い
る
日
も
あ
る
た
め
、
記
録
は
二
一
四
点
を
数
え
る
。
観
測
時
期
が
天
保
の
飢
饉
と
重
な
る
た
め
、
天
候
不
良
に
よ
り
観
測
で
き
な
い
日

も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、「
雨
天
ニ
而
委
敷
不
申
候
」（
天
保
六
年
二
月
八
日
）
、「
風
強
ク
不
明
」（
天
保
六
年
四
月
十
日
）
、「
外
ニ
も

黒
点
可
有
見
、
な
れ
共
雲
出
見
へ
不
申
候
」
と
い
っ
た
記
述
か
ら
悪
天
候
で
も
観
測
し
よ
う
と
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。 

 

と
く
に
黒
点
の
変
化
に
注
意
を
は
ら
っ
て
お
り
、
黒
点
が
ど
の
く
ら
い
継
続
し
て
見
え
て
い
る
か
を
観
察
し
、「
此
黒
点
十
日
目
位
ニ
入
」

（
天
保
六
年
三
月
二
八
日
）
、
「
十
一
日
目
位
ニ
入
」
（
天
保
六
年
四
月
七
日
」
、
「
九
日
目
に
入
る
」
（
天
保
六
年
六
月
二
六
日
）
等
と
書
き

記
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
黒
点
を
発
見
し
た
際
に
は
、
図
中
に
「
新
」
と
書
き
入
れ
、
と
く
に
慎
重
に
観
測
し
て
い
る
。
例
え
ば
天

保
六
年
閏
七
月
十
九
日
七
つ
時
に
新
た
な
黒
点
を
発
見
す
る
と
、
翌
十
九
日
に
は
五
つ
時
と
七
つ
時
、
二
十
日
に
も
二
回
（
一
回
目
は
五

つ
時
、
二
回
目
は
時
刻
無
記
入
）
、
二
一
日
、
二
三
～
二
五
日
と
観
測
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
新
し
く
発
生
し
た
黒
点
の
変
化
に
注
意
し

て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
黒
点
が
大
き
く
な
る
と
き
に
も
連
続
観
測
を
し
て
お
り
、
天
保
六
年
五
月
十
五
日
に
大
き
な
黒

点
を
発
見
す
る
と
、
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
毎
日
観
測
を
続
け
て
お
り
、
こ
の
う
ち
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
は
一
日
二
日
観
測
し
て

い
る
。
こ
れ
は
善
兵
衛
の
「
黒
点
が
大
き
く
な
る
と
、
梵
字
あ
る
い
は
龍
の
よ
う
な
形
状
に
見
え
る
」
と
い
う
指
摘
を
確
認
し
よ
う
と
し
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た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 
ま
た
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
五
日
・
二
八
日
の
太
陽
円
盤
の
ま
わ
り
に
は
波
線
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
善
兵
衛
が
「
平

天
儀
図
解
」
の
な
か
で
、「
日
ハ
炎
々
た
る
火
塊
之
縁
に
陽
炎
あ
り
て
小
浪
の
よ
す
る
が
如
く
き
ら
め
き
巡
る
な
り
」
と
述
べ
た
こ
と
を
一

寛
斎
が
確
認
し
た
と
思
わ
れ
る
。
太
陽
表
面
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
三
浦
梅
園
が
『
贅
語
』
の
中
で
、
麻
田
剛
立
が
太
陽
の
「
焔
焔
之
象
」

を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
三
浦
自
身
も
長
崎
遊
学
中
の
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
そ
れ
を
「
西
書
」
に
よ
っ
て
知
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。

 

（
32
）

つ
ま
り
、
十
八
世
紀
後
半
の
天
文
家
の
間
で
は
共
通
認
識
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
善
兵
衛
が
『
平
天
儀
図
解
』
に

記
し
た
こ
と
で
天
文
学
者
で
は
な
い
人
々
に
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

先
行
研
究
で
は
、
一
寛
斎
が
江
戸
で
膳
所
藩
の
眼
科
医
山
田
大
円
の
知
己
を
得
た
こ
と
で
善
兵
衛
の
存
在
を
知
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

（
33
）

大
円
は
南
谿
の
弟
子
で
、
南
谿
か
ら
善
兵
衛
の
望
遠
鏡
を
用
い
た
観
望
会
の
様
子
を
聞
い
て
お
り
、
こ
う
し
た

人
的
な
繋
が
り
が
太
陽
黒
点
観
測
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

善
兵
衛
の
望
遠
鏡
は
、
そ
の
性
能
を
幕
府
に
評
価
さ
れ
、
伊
能
忠
敬
の
全
国
測
量
に
も
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
貫
斎
の
望
遠

鏡
は
高
倍
率
で
視
野
が
狭
く
、
太
陽
や
月
の
表
面
を
観
測
す
る
に
は
適
し
て
い
た
が
、
遠
く
の
も
の
を
見
る
の
に
適
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
幕
府
天
文
方
の
関
心
を
得
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ゾ
ン
グ
ラ
ス
に
関
す
る
知
識
は
加
賀
藩
の
砲
術
家
で
天
文
家
で
も

あ
っ
た
河
野
通
義
に
伝
え
ら
れ
た
。

 

（
34
）

 

 

一
寛
斎
の
望
遠
鏡
製
造
は
善
兵
衛
の
太
陽
黒
点
観
測
に
触
発
さ
れ
て
始
ま
り
、
善
兵
衛
の
理
論
を
証
明
す
る
た
め
に
観
測
が
続
け
ら
れ

て
い
っ
た
。
二
人
は
と
も
に
天
文
学
者
で
は
な
く
職
人
と
し
て
望
遠
鏡
製
作
に
取
り
組
み
、
そ
の
技
術
を
磨
い
た
こ
と
が
結
果
と
し
て
天

体
観
測
の
技
術
と
理
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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お
わ
り
に 

  

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
近
世
に
お
け
る
太
陽
黒
点
観
測
記
録
の
概
要
と
そ
こ
か
ら
見
え
る
天
文
認
識
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本

稿
で
は
ま
ず
、
三
点
の
太
陽
黒
点
観
測
記
録
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
と
科
学
研
究
に
用
い
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。
近
年
、

こ
れ
ら
の
史
料
は
過
去
の
太
陽
活
動
の
再
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
科
学
分
析
に
利
用
す
る
際
に
は
、
写
本
の
検
討
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史

料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
精
度
と
確
度
の
高
い
情
報
の
抽
出
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

次
に
黄
華
堂
の
観
望
会
と
国
友
一
貫
斎
の
太
陽
黒
点
観
測
を
事
例
に
十
九
世
紀
前
後
の
天
文
認
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
当
該
期
に
は

太
陽
・
月
・
惑
星
の
表
面
観
測
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ
と
相
即
す
る
よ
う
に
、
眼
鏡
づ
く
り
や
鉄
砲
鍛
冶
と
い
っ
た
職
人
が
そ

の
技
術
を
応
用
し
て
望
遠
鏡
製
作
を
は
じ
め
た
。
岩
橋
善
兵
衛
は
、『
天
文
経
緯
』
中
の
太
陽
黒
点
の
記
述
が
太
陽
黒
点
で
は
な
く
、
惑
星

の
太
陽
表
面
通
過
の
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
べ
く
観
測
を
続
け
、
太
陽
黒
点
の
周
期
性
に
行
き
つ
い
た
。
善
兵
衛
の
『
平
天
儀
図

解
』
と
伴
蒿
蹊
の
『
閑
田
次
筆
』
を
通
し
て
太
陽
黒
点
の
周
期
を
知
っ
た
一
貫
斎
は
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
に
望
遠
鏡
の
改
良
を
続
け
、

一
年
以
上
に
わ
た
る
観
測
記
録
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
書
物
の
出
版
と
流
通
が
新
し
い
技
術
を
生
み
出
し
た
こ
と

を
示
す
一
事
例
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
暦
学
や
海
防
・
日
本
地
図
の
作
成
と
い
っ
た
幕
府
の
政
策
と
は
関
係
な
く
、
天
体
そ
の
も
の
を
捉

え
よ
う
と
し
た
点
に
従
来
の
世
界
観
を
越
え
る
革
新
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
望
遠
鏡
を
通
し
て
天
体
を
詳
細
に
捉
え
よ
う
と
す
る

動
向
は
、「
も
の
の
内
部
に
入
り
込
み
、
内
部
の
働
き
の
重
要
性
を
完
全
に
再
評
価
す
る
」

 

（
35
）

と
い
う
西
洋
の
科
学
的
凝
視
の
影
響
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
望
会
の
記
録
を
橘
南
谿
は
漢
文
で
記
し
、
伴
蒿
蹊
は
そ
れ
を
和
文
で
記
し
た
と
こ
ろ
に
、
当
該
期
の
知
識

人
の
認
識
の
あ
り
よ
う
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
善
兵
衛
や
一
貫
斎
の
周
囲
で
天
体
を
観
測
し
て
い
た
知
識
人
は
そ
れ
ぞ
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れ
の
学
問
的
背
景
の
も
と
で
天
体
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の
天
文
学
史
は
西
洋
天
文
学
の
受
容
と
し
て
単

純
に
結
論
づ
け
る
傾
向
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
儒
学
・
国
学
等
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
的
背
景
に
基
づ
い
て
西
洋
天
文
学
を
受
容
し
て
お
り
、
そ

の
こ
と
が
極
め
て
十
九
世
紀
初
頭
の
知
の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

［
註
］ 

（
1
）
渡
辺
敏
夫
『
日
本
近
世
天
文
学
史
』
下
巻
、
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
八
七
年
）
八
六
七
～
八
六
三
頁
、
中
村
士
『
江
戸
の
天
文

学
者
』
（
技
術
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
一
八
～
二
二
〇
頁
。 

（
2
）
久
保
田
諄
・
鈴
木
美
好
「
国
友
藤
兵
衛
の
望
遠
鏡
と
太
陽
観
測
」
（
『
大
阪
経
大
論
集
』
第
五
四
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
、
久

保
田
諄
「
一
貫
斎
が
見
た
太
陽
」（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
編
『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術
ー
国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世
界
ー
』

（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

 

（

3

）
①H

isash
i 

H
ayakaw

a, 
K
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i 
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S
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S
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K
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o
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9
3
/
p
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6
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（
4
）
大
辻
賢
一
「
天
保
年
間
に
お
け
る
太
陽
黒
点
デ
ー
タ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
」（
『
第
５
回
「
歴
史
的
記
録
と
現
代
科
学
」
研
究
会
集
録
』

国
立
天
文
台
、
二
〇
一
九
年
）
。
こ
の
他
、
一
寛
斎
の
観
測
記
録
に
関
す
る
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。M

asash
i F

u
jiyam

a, 

H
isash

i H
ayakaw

a,T
m

o
ya Iju

, T
o
sh

ik
i K

aw
ai, S

h
in

 T
o
riu

m
i, K
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i O
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atsu
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o
n
d
o
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e, S
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N
o
zaw

a, S
h
in

su
ke Im

ad
a

“Revisitin
g K

u
n
ito

m
o
's S

u
n
sp

o
t D

raw
in

g D
u
rin

g S
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u
rin

g 1
8
3
5
-
1
8
3
6
 in

 Jap
an

„ sollar P
hys 

2
0
1
9
,2

9
4
: 4

3
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o
i: 1

0
.1

0
0
7
/
sl1

2
0
7
-
0
1
9
-
1
4
2
9
-
3
. 

（
5
）
狩
野
文
庫
本
の
目
録
上
の
タ
イ
ト
ル
は
「
三
際
図
説
並
寛
政
以
来
実
測
図
」
と
あ
る
が
、
史
料
の
外
題
は
「
三
際
図
説
並
寛
宝
（
保

カ
：
筆
者
註
）
以
来
実
測
図
説
」
と
な
っ
て
お
り
、
内
題
は
な
い
。 

（
6
）
註
（
3
）H

ayak
aw

a

②
論
文
。 

（
7
）
黄
華
堂
に
つ
い
て
は
、
株
本
訓
久
『
黄
華
堂
』
（
「
黄
華
堂
」
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。 

（
8
）
国
友
一
貫
斎
の
伝
記
的
研
究
に
有
馬
成
甫
『
一
貫
斎
国
友
藤
兵
衛
伝
』
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
三
二
年
）
が
あ
る
。
一
貫
斎
に
つ

い
て
は
、
望
遠
鏡
の
製
作
過
程
や
精
度
に
関
す
る
研
究
が
多
く
、
富
田
良
雄
・
久
保
田
諄
・
坂
井
義
人
「
国
友
藤
兵
衛
製
作
グ
レ

ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
の
学
術
調
査
」
（
『
国
立
天
文
台
報
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
）
、
『
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
』
（
文
部

科
学
省
特
定
領
域
研
究
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
二
〇
〇
三
年
）
、『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術―

国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世
界―

』

（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
、
早
川
和
見
「
国
友
藤
兵
衛
作
の
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
反
射
望
遠
鏡
に
つ
い
て
」
（
『
天

界
』
第
九
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
、
富
田
良
雄
・
富
井
洋
一
・
鈴
木
一
義
・
須
崎
孝
一
「
国
友
藤
兵
衛
製
作
の
反
射
鏡
の
耐
食
性

に
つ
い
て
」
（
『B

u
lletin

 o
f th

e n
atio

n
al m

u
seu

m
 o

f n
atu

re an
d
 S

cien
ce

』serries E
 (P

h
ysical S

cien
ce an

d
 en

gin
eerin

g) 

二

〇
一
五
年
）
等
が
あ
る
。 

（
9
）
太
田
浩
司
「
国
友
一
貫
斎
の
生
涯
」
（
『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術―

国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世
界―

』
（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物

館
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

（
10
）
国
友
藤
兵
衛
家
文
書
三
二
三
・
三
二
四
・
三
二
七
。 

（
11
）
註
（
2
）
論
文
。 
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（
12
）
註
（
4
）
大
辻
論
文
。 

（
13
）
黒
板
勝
美
・
国
史
体
系
編
修
委
員
会
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
三
二

頁
。 

（
14
）
「
公
明
記
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
、
「
編
年
大
略
」
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
、
「
因
府
歴
年
雑
集
」
（
鳥
取
県
立
博
物
館

蔵
）
。 

（
15
）
「
公
明
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
明
和
六
年
十
一
月
十
九
条
。
こ
の
史
料
を
紹
介
し
た
論
文
と
し
て
、H

isash
i H

ayakaw
a, 

D
avid

 
M

. 
W

illis, 
K

en
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Y
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7
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が
あ
る
。 

（
16
）
高
井
蘭
山
『
訓
蒙
天
地
弁
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
。 

（
17
）
「
三
際
図
説
並
寛
保
以
来
実
測
図
説
」
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
）
。 

（
18
）
渡
辺
敏
夫
『
日
本
近
世
天
文
学
史
』
上
巻
（
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
八
八
七
年
）
九
一
～
九
三
頁
。 

（
19
）
樹
春
暉
「
北
窓
瑣
談
」
（
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
十
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
八
七
四
年
）
二
二
九
頁
。 

（
20
）
伴
蒿
蹊
「
閑
田
次
筆
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
。 

（
21
）
註
（
19
）
三
二
七
頁
。 

（
22
）
註
（
19
）
二
九
〇
頁
。 

（
23
）
・（
24
）
註
（
1
）
中
村
著
書
。
一
九
九
～
二
〇
〇
頁
。
岩
橋
善
兵
衛
の
望
遠
鏡
の
技
術
面
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
は
渡
辺
敏
夫

『
近
世
日
本
天
文
学
史
』
下
巻
（
恒
星
閣
厚
生
閣
、
一
九
八
七
年
）
五
七
九
～
五
六
三
頁
、
株
本
訓
久
「
岩
橋
善
兵
衛
の
八
稜
筒
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形
望
遠
鏡
の
発
見
」（
『
科
学
史
研
究
』
第
Ⅲ
期
二
〇
巻
三
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
、
小
林
英
輔
「
江
戸
幕
府
の
天
文
学
（
9
）
岩

橋
善
兵
衛
」
（
『
天
文
教
育
』
第
二
一
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
、
有
坂
修
道
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
望
遠
鏡
製
作
に
つ
い
て
ー

特
に
貝
塚
の
岩
橋
善
兵
衛
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
五
号
（
一
九
五
二
年
）
が
あ
る
。 

（
25
）
「
望
遠
鏡
観
諸
用
記
」
（
津
市
立
津
図
書
館
稲
垣
文
庫
蔵
） 

（
26
）
註
（
19
）
二
〇
〇
頁 

（
27
）
註
（
19
）
三
二
六
頁 

（
28
）
註
（
1
）
中
村
著
書 

一
〇
四
頁
。 

（
29
）
国
友
藤
兵
衛
家
文
書
一
三
八
・
一
四
二
。 

（
30
）
中
村
士
「
日
本
の
天
文
学
と
一
貫
斎
」
（
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
編
『
江
戸
時
代
の
科
学
技
術―

国
友
一
貫
斎
か
ら
広
が
る
世

界―

』
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

（
31
）
「
平
天
儀
図
解
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
、
「
平
天
儀
図
解
」
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
飯
塚
修
三
「
岩
橋
善
兵
衛
の
『
平

天
儀
』
・
『
平
天
図
解
』
と
中
井
履
軒
の
「
天
図
」
・
「
天
体
図
解
」
」
（
『
懐
徳
』
第
七
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。 

（
32
）
渡
辺
敏
夫
『
近
世
日
本
科
学
史
と
麻
田
剛
立
』
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
一
〇
九
頁
。 

（
33
）
註(

10)

に
同
じ
。 

（
34
）
年
末
詳
四
月
二
十
日
付
国
友
一
貫
斎
書
状
（
金
沢
市
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
河
野
文
庫
蔵
）
。 

（
35
）
Ｔ
．
ス
ク
リ
ー
チ
『
大
江
戸
視
覚
革
命
』
（
作
品
社
、
一
九
九
九
年
）
一
二
～
一
三
頁
。 

 

［
付
記
］
本
稿
は
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
に
お
け
る
典
籍
防
災
学
「
典
籍
等
の
天
文
・
気
候
情
報
に
基
づ
く
減
災
研
究
の
基
盤
整
備
」
の
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成
果
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
に
あ
た
り
、
国
立
天
文
台
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
津
市
立
津
図
書
館
、
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、

国
友
正
周
氏
、
鳥
取
県
立
博
物
館
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 
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図６－２ 図６－１ 

 

  

図６－４ 図６－３ 

 

  

図６－６ 図６－５ 
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図６－８ 図６－７ 

 

 

図６－10 図６－９ 

 

 

図６－12 図６－11 

 



 － 198 －

  
 
 

  

図６－14 図６－13 

 

  

図６－16 図６－15 

 

  

図６－18 図６－17 
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図６－20 図６－19 

 

 

図６－22 図６－21 

 

 

図６－24 図６－23 
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図６－26 図６－25 

 

  

図６－28 図６－27 

 

  

図６－30 図６－29 
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図６－32 図６－31 

 

 

図６－34 図６－33 

 

 

 図６－35 
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Astronomical Awareness seen in Observations of  

Sunspots in Late Modern Period 

IWAHASHI Kiyomi 

This paper introduces records of observations of sunspots in late 

modern period and discusses astronomical awareness seen in such 

observations.  Specifically, the study analyses the Sansai Zusetsu Narabi 

ni Kanpo irai Jissokuzusetsu recorded by the Tenmonkata of the Edo 

Shogunate, an office responsible for compiling information including 

astronomical measurements in year 2 of the Kan'en Era (1749), the Boenkyo 

Kanshoyoki, a record of an observation gathering that took place in year 5 

of the Kansei era in Fushimi in Kyoto and the Jitsugetsusei Waza 

Tameshidome, the first record of observations made over a period of 

approximately one year in Japan by Kunitomo Ikkansai using a Gregorian 

type telescope that he made himself in year 6 of the Tempo Era (1835).  

From these records of observations, the study posits that cultural links 

formed among people such as intellectuals and craftsmen who were 

interested in observing the movements or surfaces of celestial bodies that 

bore no direct relationship with the study of the calendar from the late 18th 

Century to the early 19th Century.  Although not themselves astronomers, 

many of these people were fascinated with the elaborate technology of the 

West and their pursuit of such technology out of interest led to the creation 

of new fields of astronomy.  Moreover, in the background to their interest 

in astronomy, we can perceive the influence of elements such as the 

circulation of copies of records of observations and the publication of books. 

 


